




我が国においては,母子保健状態の指標の一つとされている乳児死亡率が,出生千対 4.8 と

減少し,最良国となった。

一方,1 歳以上の小児の死亡原因は不慮の事故,及び有害作用が第 1 位を占めており,幼児

期においては,それらが全死因に対する割合も高い。

昭和 30 年頃より感染症などの疾病による死亡が減少したことにより,不慮の事故の比率が

増加している。欧米各国でも同様な傾向がみられたことにより,乳幼児の事故防止に関す

る研究がなされ,その研究に基づいた防止策が実施され効果を上げつつある。

しかし,我が国における乳幼児期の事故防止への取組みは,病気の予防や難病の治療法に関

する研究に比べ必ずしも十分ではなかった。

近年,低出生率,高齢化社会が進むことより,小児の不慮の事故を減らし,健全な小児の育成

を行うことの重要性は以前にも増して増大している。

これらのことより,平成元年度より厚生省心身障害研究『地域,家庭環境の小児に対する影

響等に関する研究』の中で小児の事故とその予防に関する研究をテーマに分担研究を行う

ことになった。

本研究班では,小児期の事故に対して,その実態を十分に把握し,乳幼児の精神,運動機能の

未熟さ,発育,発達段階を加味して,地域,家庭での安全な環境整備と養育方法を考え,重大

な事故を防止し,健全な小児の育成を促進し,心身の障害を防止することを検討することと

した。


